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発言者 発言要旨 

【１ 開 会】 

事務局 

 

本日はお忙しいところお集りいただき、ありがとうございます。ただ

いまから、令和３年度第１回登米市総合計画審議会を開催させていただ

きたいと思います。 

本日の審議会は次第にありますとおり、委嘱状の交付および協議事項

２件につきましてご審議をいただくこととしております。 

なお、本日 11 番の宍戸委員、20 番の岡本委員の２名から欠席の連絡

をいただいております。 

それでははじめに市長より新たに就任される委員に委嘱状の交付をさ

せていただきます。大変恐縮ですが、お名前をお呼びいたしますので、

その場で起立をお願いいたします。 

【２ 委嘱状の交付】 

 市長から就任される委員に対し、委嘱状を交付。 

【３ 挨拶】 

会 長 改めまして大変ご苦労様です。おはようございます。先週から「おか

えりモネ」が始まりまして、久しぶりにここも昔行ったけど随分変わっ

たなとかですね、その一方でなんかちょっと違和感があるなと、ここが

あれかとちょっと違和感を感じながら毎日楽しく観させていただいてい

るところでございます。またその中で、今回単にこの効果によって観光

客が増えるというだけではなくて、森林、林業に光を当てていただいた

りとかですね、地域に対する想いとか、そういうところが視聴者にも伝

わって、単に交流人口ということだけではなく、定住とか、そういうと

ころにも良い影響を与えてくれるのではないかというふうに期待してい

るところでございます。 

そういう中で本日ですが、第二次登米市総合計画並びに登米市まち・

ひと・しごと創生総合戦略、こちらの令和２年度に関する成果検証をし

ていただくことになっております。特に総合戦略の方につきましては、

計画期間が終了ということで総括的な検証をお願いするということで、

単に終わったことを検証することだけではなくて、それを今後にどう活

かしていくのかというところで、皆様方から忌憚のないご意見をいただ

ければというふうに思ってございますので、本日もどうぞよろしくお願

いいたします。 

市 長  皆様おはようございます。大変ご苦労様でございます。間もなく梅雨

入りという時期に差しかかりつつあるのかなとは思いますけれども、今

日も大変素晴らしい天気で、本当に晴々とした気持ちになるような天気

だなとそういうふうに思います。市内の田植えの方も順調に進んでいる

ようでございます。若干遅れ気味のところもありますけれども、まあ順

調なのかなと、そういうふうに思っているところでもございます。 

今、徳永先生からもお話ございましたけれども、登米市民にとっては

待ちに待ったということでございますけれども、ＮＨＫの連続朝のドラ

マ「おかえりモネ」が始まりました。非常にスタートから好評だと皆様

方からそういうお話をいただいております。つい先日も気仙沼市におき

まして私と気仙沼市長、それから「あまちゃん」で有名になりました岩

手の久慈市、それからつい昨年「エール」の舞台となった福島市の４市

長が揃いまして、福島は都合が悪くて担当部長が入ったんですけれど

も、共同記者会見をさせていただきました。広域的に朝ドラの繋がりを

持って、観光客誘致あるいは地域振興に繋げようということで、お互い

の意見が一致したところでございます。 

また、おかげさまで 22 日からコロナの高齢者中心の集団のワクチン

接種がようやく始めさせていただきました。医療関係者あるいは施設の
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方は始まっていたんですけれども、集団での接種がようやく始まったと

いうことでございます。７月２日までに高齢者のワクチン接種を何とか

終了させていただきたいというふうに思っております。松本先生もいら

っしゃっておりますけれども、医療関係者の皆様に本当に大変なご努力

をいただいているその賜物だとそういうふうに思っております。 

実は一つのエピソードなんですけれども、昨日ですか、私の方に東京

の方から手紙が届きました。この方は２年ほど前に迫町から東京の娘さ

んの所に移り住んだ方でございますけれども、全国紙に東京の方にもこ

の登米市のワクチン接種のやり方が紹介されて大変嬉しかったと、それ

からもうひとつは「おかえりモネ」の話も一緒にありましたので、非常

に嬉しかったと、そういう我々にとっても嬉しいお手紙をいただいたと

ころですので、ご紹介をさせていただきました。 

それでは、ご挨拶をさせていただきたいと思います。 

ただいま、江畑所長様をはじめ、２名の委員の方に委員としての委嘱

状交付をさせていただきました。前任者の残りの期間となりますけれど

も、どうぞよろしくお願いを申し上げたいと思います。 

さて、本日の会議では第二次登米市総合計画基本計画並びに登米市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略の令和２年度実績値について各評価指標

項目における成果の検証を行っていただくものでございます。どちらの

実績でも内容をみていただくとご理解いただけるかと思いますけれど

も、新型コロナウイルス感染症により、多くの事業において影響が出て

いることが理解できますけれども、これからは、ウィズコロナ、アフタ

ーコロナを見据えた事業展開への方向転換など考えていかなければなら

ないと思っているところでもございます。 

また、登米市まち・ひと・しごと創生総合戦略につきましては、令和

２年度までの計画期間でありましたので、最終的な戦略の実績検証とな

ります。既に第二次登米市まち・ひと・しごと創生総合戦略が今年度か

らスタートして取り組んでいるところでございますけれども、これから

の事業展開へ実践できるよう、ご意見として承りたいと思いますので、

各委員の皆様方からの活発なご発言をお願いを申し上げたいと思いま

す。どうぞ本日はよろしくお願いを申し上げます。いつもありがとうご

ざいます。 

 【市長退席】 

【４ 議 題】 

事務局 

 

それでは議事に入ります。 

議長につきましては登米市総合計画審議会条例第７条の規定により、

会長が議長となり、議事の進行を行っていただくことになってございま

す。徳永会長、よろしくお願いいたします。 

会 長 それでは、進行させていただきます。 

まず始めに、登米市総合計画審議会条例第７条第２項の規定により、

審議会の会議は、委員の半数以上の出席が必要ということでございます

が、本日は 20 名中 18 名の委員に出席をいただいておりますので、会議

は成立しております。 

次に議事録署名人の指名を行います。今回は 14 番 猪股育夫委員と

15番 阿部泰彦委員にお願いしたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 それでは４の議題に入らせていただきます。 

「（１）第二次登米市総合計画の基本計画等に掲げる主な成果指標に

対する成果の検証について」ということで事務局からの説明をよろしく

お願いいたします。 
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事務局 

 

（配布資料１に基づき説明を行う） 

会 長 それでは、委員の皆さんからご意見、ご質問等いただきたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

会 長 冒頭にもありましたように、コロナの影響でかなり実施できなかった

りとか、人の流れを抑制せざるを得ないという中でなかなか苦しい数値

になっているところも多いんですが、できればそのコロナの影響という

ことで分けて書ければいいんですけれども、なかなかそれが現実的には

難しいのかなというところで、備考などでコロナの影響でということで

説明されているわけですけれども、この状況が今年度も続くということ

になると思いますので、さらにそれを踏まえて、今後さらにどうするか

というようなことも考えていかなければならない状況ではあるかと思い

ますが。 

委 員 

 

 ５ページの「こども」「教育の充実」「分かりやすい授業の展開度」の

ところで、指標の説明の中に、「全校生徒へのアンケート」とありま

す。全校生徒という文言、これは間違いございませんか。 

というのはですね、私、一昨年ですか、国の補助金で各学校にエアコ

ンを入れた際、私は北部地区担当で迫・石越・新田の小中学校、それか

ら幼稚園をみんな回りました。学校に行ってびっくりしたのが、組じゃ

ないクラスといいますか、あおぞら学級とか、結構ありました。各学年

ごとにあります。だから、全校生徒というのは、そういうのもカウント

されていると判断できる文言ですよね。教育格差、差別とは言いません

けれども、区別ですよ。30 人の子どもたちの中に２人授業についていけ

ない子どもがいれば当然排除とは言いませんけれども、特別に授業を、

指導をしましょうと、そういう考えですよね。だから全校生徒へのアン

ケートというのは、前にも言ったんですが、目標が 93％、そういう子ど

もをカウントしないで、残りの７％の中には特別学級の生徒の分が含ま

れているのではないかと、そういうことを言いたかったんですよ。 

 ただ、教育は皆平等ですから、ノーマライゼーションで区別しては駄

目なんですよ。普通に取り扱わなければならない、これは世界人権宣言

で宣言してますから、全校生徒へのアンケートと書いていますが、私は

そういう子たちがとても気になっている。この子たちの将来はどうなる

のだろうととても心が悩んだ時期もあった。そういう子たちの居場所・

存在、このアンケート結果に含まれているのでしょうか。 

事務局 

 

 事務局としても、今お話いただいたような括りでの全校生徒かどうか

というところまでは、担当部署へ確認をしないと分からないところです

が、ご心配されていたようなお話、平等といった観点、担当部署の方へ

お話をしながら、全校生徒なのかというところを確認していきたいと思

います。 

委 員 

 

 ぜひですね、区別された子どもたちの将来、いつもヘレンケラーのサ

リバン先生を思い出しますが、ああいう教師にさえ恵まれれば、子ども

はものすごい才能を発揮する。この頃はダウン症のお子さんを持った母

親がその子に一生懸命習字を教えて、書道家、立派な芸術家にしたケー

スもあります。そういう子たちは、何かのきっかけで物凄く才能を伸ば

す子どももいるのではないかと思っているので、登米市でも何とかその

辺の教育を充実させて、子どもの夢を伸ばせるようになってもらいたい

と思います。 

事務局 

 

 委員からのお話は指標の部分というよりは、教育関係のご意見という

ことで、担当部署の方へ伝えていきたいと思いますけれども、よろしい

でしょうか。 
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会 長 ありがとうございます。 

只今のご意見、非常に重要な視点だと思っておりまして、総合計画と

かそういう全体計画の中では、一般的に拾える数値、そういうもので計

画を書いているところが多いんですが、やはり教育に限らず、すべてが

それでカバーできるものではないということで、そこから取り残される

と言いますか、下手をすると取り残されてしまうという、そういうこと

は、どの分野でもあり得る話です。そういう意味で、全体の数字を見

て、着実にそれを進めていくということも重要ですが、その一方で、そ

ういう抜け落ちがないかそういうところにもきちんと目を配って努力し

ていく、その両方が必要かと思います。そういうところは、なかなかこ

ういった計画には載ってこない、言いづらいところがあるので、ここで

は表現できないのかもしれませんが、実行していく上で、しっかりとそ

こは、抜けが無いようにしていただければと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

その他、いかがでしょうか。 

 なかなか、コロナの影響で値が下がったものが多く、順調に進んでい

るのか、コロナの影響がなければ、順調に進んでいたのかどうか、その

あたり判断しにくいところではありますが、今言ったように、きちんと

細かく目を光らせていく中で、ちゃんとできるところは、しっかり進ん

でいく。また、コロナの影響を受けているところについては、コロナが

落ち着いたら、きちんと実行できるように準備をしっかり進めていくと

いうことが肝要なのかなと思いますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 他によろしいでしょうか。 

 それでは、次の議題に進みます。 

 「（２）登米市まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げる主な評価指

標に対する成果の検証について」事務局より説明をお願いします。 

事務局 

 

（配布資料２に基づき説明を行う） 

会 長 それでは、こちらにつきまして、委員の方からご意見をいただきたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

委 員 

 

前回もお願いをした経緯がありますが、非常に実績として、移住・定

住者が相当な数、伸びてきているという実績が報告されました。前回も

お話したところですが、加賀野の新興住宅地、都市計画地の 40 町歩か

ら 50 町歩以外のところがどんどん開発されて、乱開発とは言いません

が、いろんな都市計画の影響を受けて、農地が宅地化されてきている。

そういう中にあって、住環境の整備が遅れている。業者の方が田んぼを

埋め立てして、宅地化して売るということは大いに結構なことなんです

が、その場所で生活する新たな登米市民の方々の住環境のいろんな受入

れ先の部分、例えば道路の問題、歩道の問題、あるいは子どもたちの通

学路の問題、もっと大切な排水路の問題、改良区を含めた用排水の受入

れの部分が、生活雑排水も含めて、垂れ流しになっている状況が無いと

は言えない。一昨年あたりから夏場なんかは非常に大変な問題が出てき

ている。元々住んでいる私なんかは、住民から何とかならないかとよく

言われるものですから、ここの会議に参加させていただいて何回か話を

させていただいていますが、その調査がほとんどなされていない。地域

の方々に調査に来た状況があるか聞いてみても、来ていないとのこと。

改良区に聞いてみても、それは市の問題だと。市に聞いてみれば、改良

区の問題だと。お互い擦り合いをしている。 

登米市の移住・定住者が 600 くらい増えているということは、大変素

晴らしいことではありますが、都市計画のように住環境を整備したとこ
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ろに来てもらえれば、さほど問題はありませんが、そうでない、農地を

宅地化したところというのが、なかなか受入先が、行政含めた対応が遅

れているというところは、前から言っているところです。ぜひこれは喫

緊の課題だと思いますので、せっかく登米市においでいただいた方々に

登米市はいいところ、住んで良かったと思っていただけるような住環境

の整備を行っていただきたい。遅くとも年内には、確認をして回ってい

ただきたい。場所が分からないのであれば、私が案内してもいいので、

どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

事務局 

 

大変貴重なご意見、ありがとうございました。委員の方からこれまで

も何回かにわたり、今回いただいた意見をいただいたところでありま

す。私どもも会議の中でこのような意見が出たということは、関係部署

へ伝えているところでございますが、今のお話を伺いますと、なかなか

委員の思いが担当部署に伝わっていないのかなという思いもございます

ので、私の方でしっかり伝えたいと考えてございます。これまでも総合

計画の中で、委員がおっしゃった居住環境の整備ということで、これは

しっかりまちづくりの中に活かしていこうということで、総合計画の中

に書き込んでございますので、こういった意見を参考にしながら、より

よいまちづくりの取組に繋げていきたいと思いますので、今後とも様々

なご意見等いただければというふうに考えてございます。ありがとうご

ざいます。 

会  長 これに限らず指標ごとに主担当になる課があるわけですが、それに付

随していろんな部署が関連して行動しないといけないという部分も多々

あるかと思いますので、この問題に限らず、そのあたりの連携をしっか

り取っていただくというようにお願いしたいと思います。 

委  員 

 

ご苦労様です。登米市まち・ひと・しごと創生総合戦略の令和２年度

実施状況を見させていただきましたが、基本方針の中で、令和２年度の

目標に対する達成率が、残念ながら令和２年度は前年度より全部落ちて

いる。これはご覧になれば分かると説明がありましたが、８割、９割言

い訳にしか聞こえませんでした。コロナの関係だということは分かりま

すけれども、コロナが続けばずっとこのような状態、また達成率が低く

なるのではと心配しているところです。もうちょっと踏み込んだコロナ

対策を打って、この達成に向かってみんなで話し合うとか、みんながも

う一度集まって、いい意見がないか、その辺、無いものでしょうか。コ

ロナが続けばずっとこのような状況で目標がいつまで経っても達成でき

ないのではないでしょうか。大変立派な方々が揃っておりますので、も

うちょっと踏み込んだ対応策を練ってはいかがでしょうか。 

今後が大変心配でなりません。 

事務局 

 

ありがとうございます。コロナの中でも何とか良い方法等、ご意見を

いただいて進めるべきではないかというようなお話だと思います。全く

その通りだとは思います。ただ、やはりコロナの影響というのは、例え

ば交流人口という観光客、そういった部分がコロナの影響を大きく受け

ていることは紛れもないことで、その観光客、人が動くということはコ

ロナの感染防止対策という部分でも相反する状況になるという部分も事

実なのかなと思います。 

ただ、冒頭で市長等からお話のあった「おかえりモネ」効果、これが

光の一つかなと思っております。それからコロナのワクチン接種、こち

らも高齢者の方から順次進んでいるということで、その状況が進んでい

けば、かなり明るい未来も見えてくるのかなというふうに思っておりま

す。 

ただ、いただいたご意見は伺っておきたいと思います。 
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会 長 

 

 

 

 

 

 

 

確かにおっしゃるように、コロナの影響というのがあるわけですが、

その一方でコロナの影響とは関係なく達成できていない、下がっている

というものも見受けられます。そのように理由としてコロナを書けばそ

れで許されるということではないので、そこはしっかりと要因を分析し

た中で、足りない部分については早急に手を打っていくということで、

今後の計画も同様の形で目標設定されていると思いますので、そちらの

達成率を上げていくための対策を、今からコロナ後も睨みつつ打ってい

くということも必要だと思いますので、よろしくお願いいたします。 

委 員 

 

 

 

 

 

資料 11 ページですが、「介護予防普及啓発事業参加者数」とありま

す。前にもお話したと思いますが、参加者だけ増やしても仕方ないの

で、それをいかに介護予防に繋げていくかの組織作りを今回の計画はこ

れで終わりなので、次回の計画に活用事業としてどういうふうにしてい

くかという構想があるのか、あったら教えていただきたいということが

一つと、もう一つは先ほど徳永先生がおっしゃいましたけど、コロナは

これで終わらないんですね。国民全員がワクチン接種を受けるのに計算

すると多分２年くらいかかるんですよ。６割にしても１年ですよね。そ

うすると半年くらいでワクチンの効果が切れれば、今後ずっと続いてい

くことになるので、今年は仕方ないと思いますが、来年以降はコロナを

見据えた感じでやっていかなければならないのかなというふうに思いま

す。その中で市独自の対策をしていくことが大切かと思うのですが、今

ぜひＩＴがあるので、特に私たち介護とかの分野にはＩＴが入ってこれ

る要素が結構あるようなので、その辺を多分私と一緒になるとは思いま

すが、進めていくような計画が次の５年なりに入っていけるように考え

ていかないと駄目なんじゃないかなというふうに思って、提案させてい

ただければなというふうに思います。 

事務局 

 

 今のお話もその通りのご意見だと思います。承って、関係部署とも情

報を共有してまいりたいと思います。 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 後半の方についてなんですが、ウィズコロナということも睨みつつや

っていかなければならないということですが、今回のその対応の中でそ

のＩＴというものが非常に効果があるというか、活用できるというとこ

ろも見えてきました。そこにしっかり乗っかっていかないと地域間競争

の中でも取り残されていくということにもなるのかと思いますので、そ

のあたりをしっかり乗り遅れないようにしていかなければいけないのか

なと思っております。逆にこういう地方部においての方が、それをより

積極的に使うことによって効率的になるということも多々ありますの

で、そのあたりをしっかり研究しながら対応をしていければいいのかな

というふうに思っておりますので、よろしくお願いします。 

 あと、前半ですね、表面的な数値ではなく、中身の方が重要だという

ことは、他の項目でも言える話だと思いますので、達成率ということだ

けに汲々とするだけでなく、しっかりとその中身を充実させていくとい

うところも併せてよろしくお願いします。 

委 員 

 

今、先生がおっしゃったように数値目標、数字だけではなく、やはり

問題は中身ではないかなと常に思っています。登米市も機構改革をし

て、具体的に業務が進んでいるように確かに確認できます。そういう中

で、市長がいるときに話せば良かったんですが、市長も２期目に入りま

したし、議会の方も新しく、特に若い女性議員も増え、新しい議長も誕

生しました。行政と議会と一体となって、アフターコロナの新しい時代

に向けて登米市もどんどん発展していかないと大変だと思います。 

 震災からも 10 年が過ぎました。この際、スピード感を持って、どん

どん活性化しながら前進してもらいたい。議会の方も目を覚ましてもら

って、よく行政と連携を取りながら、一生懸命登米市の発展のためにみ
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んなで頑張っていかなければならないのではないかと思っております。

まちづくり推進部のスタッフの方々も「おかえりモネ」も全国で大変な

人気でございますので、これをきっかけにして登米市を全国に広げるよ

うな、地域が活性化するように、発展していくようにみんなで頑張って

いきたいと思っております。よろしくお願いします。 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 その他いかがでしょうか。 

 そうしましたら、本日もいくつかの点で具体的なご指摘もいただきま

したが、実はそのご意見がその分野だけに限定される話ではなくて、そ

の他のところでも共通して注意していかなければいけない点なのかのと

いうふうに思ってございますので、ぜひともそのあたりを担当課の方に

もフィードバックしていただいて、実効性のあるといいますか、中身の

あるものにしていっていただければというふうに思います。 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 ＫＰＩ指標のことですが、ＫＰＩとは KeyPerformanceIndicator です

よね。令和７年度までの目標値というものがありますけども、これはゴ

ールではないんですよね、あくまでも目標。ＫＧＩ、ゴールではないん

ですよね。ゴールというのはどこにあるのでしょうか。我々は一体どこ

に向かっているのでしょうか。どこまでいけば満足する数値が出るので

しょうかということなんです。目標はいいのですが、何を目標にして、

どこに行こうとしているのか登米市は。登米市ならず日本もそうです。

どこまでいけば満足するのか。 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 大変難しい質問だなと思っておりまして、確かに市の最上位計画とい

うことで、総合計画がございます。それを補完する意味で今ご審議いた

だいている総合戦略があるのかなというふうに考えてございまして、そ

れの中では「あふれる笑顔 豊かな自然 住みたいまち とめ」という

ことで、これを平成 28 年度からの 10 年間の取組目標の中で登米市が目

指すまちづくりの姿ということで描いたというところでございます。 

 今回、総合戦略で言えば今回ご審議いただいているものは令和２年度

までの数値目標、ＫＰＩということで、あとそれから、昨年策定してい

ただいた部分であれば、令和７年度までであります。その時点時点で今

後５年であったり、10 年であったりということで、産業分野、医療分

野、教育分野、様々な分野の中で登米市のまちづくりを行っておりまし

て、それぞれの期間内のひとつ目標ということで携えていただいており

ますが、当然ですね、その計画期間内の目標であって、それが終わりの

数値ではないということでございますので、社会経済情勢、様々な変化

の中で５年 10 年が過ぎていきますので、その時点時点に合った目標を

設定しながら、先ほど議会というようなお話もありましたけれども、行

政であったり、議会であったり、市民の皆さまと一緒に目指すべきまち

づくりに向かっていくというような形で進んでございます。なかなか回

答にならない部分もありますけども、しっかり皆さまからいただいた意

見はこの場にいる職員のみならず関係部署と連携をしながら、今後のま

ちづくりに活かしていきたいなと考えているところでございます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

    会 長  行政計画ですと、10 年というのが長期計画という位置付けになるんだ

と思いますけれども、実際に今新しく入られた職員からすればですね、

あと 40 年とか、さらに引退した時のことまで考えると 60 年先まできち

んとここに住み続けられるのか、そこで豊かな暮らしができるのかとい

うようなところかと思いますので、そういう意味でゴールというのはい

つまで経っても無いということなのかもしれませんが、とりあえず行政

をやっていく上では、10 年という、そういう意味では中期目標くらいに

はなるのかと思いますが、そこをしっかりと睨んでやっていかなければ

ならないと思います。 
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 いずれにしても、この地域でみんなが豊かに暮らせる、幸せに暮らせ

るまちを目指していくというのが根本にはあって、今はこういう形で進

めていきましょうということだと思います。そのためのＫＰＩというこ

とだと思いますので、そのＫＰＩが最終目標ではないということをやは

り肝に銘じて、本当にこのまちをどうしていくのかというところをみん

なしっかり考えていくということが必要なのかなというふうに思いま

す。 

他によろしいでしょうか。 

以上で議事の方は終わりでございますので、私の役割もここまでとい

うことで、司会を事務局にお返しいたします。よろしくお願いします。 

【５ その他】 

委 員 

 

最終的な目標といいますか、地域がこうあればいい、こういう目標に

向かって進もうということなのか具体的に教えていただければ。 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的には無いんですけども、今より良くなる保証は担保できませ

ん。安藤忠雄でなくても、利便性を追求するあまり今は失うものの方が

はるかに多いんです。失ったものは戻ってきません。その利便性もいつ

までも追求するといっても無理なんですよ。人口減少とかいろんな社会

的な状況を考えればむしろ悪くなると思います。だから子どもや孫が可

哀想だなと思うところなんです。そうならないために登米市で悪くなら

ない方法、少なくても現状維持。とにかく我々はこれ以上贅沢とか、私

自身は今で最高だと思っています。これ以上便利になってどうするんで

すか。だから、どのようにしたら悪くならないかということを考えた方

がいいのではないかということなんです。 

委 員 

 

もう一つなんですけど、今市民の間でも話題になっているコンパクト

シティ、病院の問題や庁舎の問題、都市計画審議会の会長としてどうな

のでしょうか。 

委 員 

 

申し訳ございませんが、ここでは言えませんので、後ほど、教えを問

いながらお話させていただきます。 

【６ 閉 会】  

副会長 

 

 

 

 

 

委員の皆様、事務局の皆様、本日は本当にありがとうございました。

非常に素晴らしい重みのあるご意見をいただきまして、私が閉会の挨拶

でとやかく言うとその中身が薄まると思いますので、皆様方の意見をじ

っくりと心に入れて、みんなで頑張っていくことを約束して閉会の挨拶

といたしたいと思います。 

本日はどうもありがとうございました。 

 

 


